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実証実験モニターアンケート結果 １．ゆきナビあおもりプロジェクト

参考－３

積雪環境下での最適誘導手法の検証

• 誘導ﾌﾞﾛｯｸが雪で覆われた状況下での安全・安心な歩行誘導

• 雪だまり等障害物を回避するための歩行誘導
– 雪だまり等、可変的な障害物の状況に応じた歩行者誘導を実施

– 障害物対応方法の選好及び内容について評価

■平成18年度実証実験方針

○高密に電子ﾀｸﾞを敷設した実験歩道を追手門広場に仮設

○中心の電子ﾀｸﾞからは経路中心にいることの確認音を提供

○誘導経路の両端では経路から 外れたことを情報提供

○様々なパターンを体験いただき、安心感を比較評価

体験者へのアンケート調査により、
最適な電子タグ配置パターンを抽出

ポン
(確認音)

○情報提供間隔が広すぎ、不安を感じる
○経路上から外れたことや、復帰したことを
情報提供してほしい（昨年度は赤外線マーカを実験）

無音...
？？？

ポン
(確認音)

昨年度の
実験風景

ポン
(確認音)

ああ、あぶない。
左によらなきゃ。

ビポッ
(警告音)

ポン
(確認音)

まんなかに戻れた
みたいだな。

歩行経路幅の縮小

中心線の点状化

パターン１ パターン2 パターン3

■平成17年度実証実験

3m毎に設置した電子ﾀｸﾞ付ﾌﾞﾛｯｸに

より、歩行経路上にいる場合

確認音を発して誘導
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歩行時の安全性は向上すると思うか【視覚障害者】

そう思う

66%

どちらかといえば

そう思う

22%

どちらともいえな

い

6%

どちらかといえば

逆に危険になると

思う

6%

逆に危険になると

思う

0%
わからない

0%

実証実験モニターアンケート結果 １．ゆきナビあおもりプロジェクト

参考－３

速報値

①このシステムがあれば、歩行時の安全性は向上すると思うか？

②雪の積もる冬期、外出する機会が増えると思うか？

視覚障害者の自律移動支援に対する期待が高いことが示された

N=20

冬の積雪時、外出機会が増えると思うか【視覚障害者】

増えると思う

18%

わからない

13%
減ると思う

0%

変わらないと思う

13%

どちらともいえな

い

13% 少し増えると思う

43%

N=20
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実証実験モニターアンケート結果 １．ゆきナビあおもりプロジェクト 速報値

③システムの利用意向

６割の方が「早く使ってみたい」、「ある程度改善されれば使ってみたい」と答えたが、
３割の方は「完全なシステムができるまで使いたくない」との意見であった

今後の利用意向【視覚障害者】

今日体験した程

度のシステムで

も、早く使ってみ

たい

6%

わからない

6%

完全なシステム

ができるまで使い

たくない

33%

ある程度システム

が改善されれば、

完全でなくとも自

己責任で使って

みたい

55% N=20

（完全なシステムができるまで使いたくない理由の例）
・今の程度だと安心安全につながらない。雪があっても足の感覚
で予想がつくので。
・反応が自分としてわからない。障害物の情報とかがきちんと分
からないので信頼がおけない。
・安全性を考えると今のままでは使用したくない。
・機械に対する慣れが必要。
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実証実験モニターアンケート結果 ２．静岡おもいやりナビ実証実験

静岡市中心部周辺において以下の実証実験を実施し、１０４名の方が体験された

○第２期実験期間 １２月１１日～１２月２２日

（車いす使用者に対する、地下道を含めた移動支援）

＜検証項目＞

・移動制約者の属性に合わせた、移動局面での必要情
報を抽出・整理

・ハード機器の動作確認、使い勝手など、
ユニバーサルデザインに必要な事項の検証

＜実験内容＞

◇車いす使用者にバリアフリールートへの経路案内
◇利用者の属性や利用時の状況（天候等）
に応じた情報提供

◇移動ルート上の商店街・施設等の情報提供
⇒利用者の意思により選定可能 ユビキタスコミュニケータ

（車いすへ取り付け）

地下空間・異状況（天候等）下に、移動に
必要となる情報の整理

無線マーカ
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実証実験モニターアンケート結果 ２．静岡おもいやりナビ実証実験
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実証実験モニターアンケート結果 ２．静岡おもいやりナビ実証実験

システムについての評価（Ⅱ期：車いす使用者）

1.非常に良い

17%

2.良かった

40%

3.普通

24%

5.その他

2%

4.あまり良くない

17%

N=42

（あまり良くない理由の例）
・地名での案内が多いのでわかりにくい
・画面が次のマーカーまで変わらないので不安
・道を誤った時に戻り方がわからない
・リピート機能
・情報が入るたびに止まってしまう事になる
・寄り道可だといい

今後の利用意向（Ⅱ期：車いす使用者）

1.是非利用したい

50%2.状況によっては

利用したい

43%

4.その他

2%3.あまり利用しよう

とは思わない

5% （あまり利用しようと思わない理由の例）
・感覚で覚えられるから
・ルートが少なすぎる。ナビとしての機能をなしていない。
・障害の場所によっては操作ができない。

①今回のシステムの評価

②今後の利用意向

N=42

速報値

車いす使用者の自律移動支援に対する期待が高いことが示された
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実証実験モニターアンケート結果 ２．静岡おもいやりナビ実証実験

③個別サービスに関する感想

速報値

各コンテンツについて、６２～７４％ の方から「役に立つ」との評価を得られた

①全体（Ⅱ期：車いす使用者）

1.役に立った

64%

2.あまり役に立た

なかった

24%

3.まったく役に立

たなかった

7%

4.無回答

5%

N=42

（１）移動経路案内

（２）バリア情報 （３）店舗・トイレ情報

③推奨ルート（Ⅱ期：車いす使用者）

1.役に立った

62%
2.あまり役に立た

なかった

12%

3.まったく役に立

たなかった

7%

4.無回答

19%

バリア情報（Ⅱ期：車いす使用者）

1.役に立った

70%

2.あまり役に立た

なかった

26%

3.まったく役に立

たなかった

2%

4.無回答

2%

店舗・トイレ情報（Ⅱ期：車いす使用者）

1.役に立った

69%

2.あまり役に立た

なかった

19%

3.まったく役に立

たなかった

7%

4.無回答

5%

②地下道の迷宮性解消（Ⅱ期：車いす使用者）

1.少なくなると思う

74%

2.どちらともいえな

い

17%

3.少なくならないと

思う

7%

4.無回答

2%

N=42 N=42

N=42N=42
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実証実験モニターアンケート結果 ３．くまもと安心移動ナビ・プロジェクト

○実証実験期間

平成１９年２月１日（木）～２月１８日（日）

（但し、２月１３日（火）は休止）

午前の部：１０：００～、午後の部１４：００～

（各２時間程度）

○実証実験体験予定者数 （計２３８人）

①ＵＣを使用した体験（Ａコース） ：

１７０人 （午前５人、午後５人、計１０人／日）

②ＵＣとセンサー付き白杖を使用した体験（Ｂコース） ：

６８人 （午前２人、午後２人、計４人／日）

○検証項目

・バス、電車のスムーズな乗り換えのための情報内容の検
証

・バスの発車時刻とまちなか情報が連携することによる利
便性向上の検証

・横断歩道を渡る際に、安全に誘導できるかの情報内容の
検証

・青信号の時間内に、横断歩道途中にある電停への誘導
の安全性・確実性についての検証

・方向センサーなどの関連機器の作動の安定性の検証

・アスファルトに埋設された電子タグの耐久性の検証

【設置機器】

電子タグ付き誘導用ブロック ３８５枚
歩道内敷設 １８９枚

横断歩道部埋設 １９６枚

無線マーカ １８個

路上 １０個
信号機 ６個

テトリア熊本１階 ２個

電子タグシール ２３枚
赤外線マーカ（パレア内） ４個
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実証実験モニターアンケート結果 ３．くまもと安心移動ナビ・プロジェクト

電停・バス停移動案内

【ＵＣによる音声案内】

横断歩道です。信号があ
ります。電停まで１５ｍで
す。そこで左に曲がってく
ださい。
音声で、信号情報が流れ
ます。信号情報を確認し
てください。

横断歩道手前から水道町電停への誘導

【ＵＣによる音声案内】

水道町電停です。
市電は４分間隔で運行していま
す、
熊本市民病院までの所要時間は
２０分、運賃は１５０円です。
健軍方面行きの市電に乗車してく
ださい。

【ＵＣによる音声案内】

現在地は水道町電停です。
目的地は「熊本大学」です。
「熊本大学」へはバスで向かいます。
最寄のバス停は「水道町バス停」です。水道町バス
停に案内します。
水道町バス停までは約９０ｍです。
右は下りスロープです。右に向かって進んでください。
１ｍ進むと、横断歩道です。

水道町電停 水道町バス停へ

【信号機連携】

信号機情報

信号は青
です。

青の残り
時間は約
60秒です

実証実験イメージ（Ｂコース：視覚障害者（児）向け）
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実証実験モニターアンケート結果 ３．くまもと安心移動ナビ・プロジェクト

①今回のシステムの評価

②今後の利用意向

速報値

視覚障害者の自律移動支援に対する期待が高いことが示された

今回のシステムの評価【視覚障害者】

5.その他

0%

1.非常に良い

36%
（男9、女1）

2.良かった

46%

（男7、女6）

3.普通
7%

（男2、女0）

4.あまり良くない

7%

（男0、女2）

無回答

4%

今回のシステムの評価【白杖体験者】

2.良かった

51%

無回答
0%

4.あまり良くない

14%

3.普通
21%

5.その他

14%
1.非常に良い

0%

N=28 N=14

今後の利用意向【視覚障害者】

1.是非利用したい

71%
（男14、女6）

2.状況によっては

利用したい

25%
（男4、女3）

3.あまり利用した

いとは思わない

0%

無回答

4%

今後の利用意向【白杖体験者】

1.是非利用したい
36%

3.あまり利用した
いとは思わない

7%

無回答
0%

2.状況によっては
利用したい

57%
N=28 N=14
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③個別サービスの利用意向

速報値

６～８割の方が「早く使ってみたい」、「ある程度改善されれば使ってみたい」と答えた
が、２～３割の方は「完全なシステムができるまで使いたくない」との意見であった

（１）移動経路案内

（２）横断歩道の誘導案内

実証実験モニターアンケート結果 ３．くまもと安心移動ナビ・プロジェクト

（１）移動経路案内【視覚障害者】

無回答

0% 1.今日体験した程

度のシステムで

も、早く使ってみ

たい

36%

（男10、女0）

2.ある程度システ

ムが改善されれ

ば、完全ではなく

とも自己責任で

使ってみたい

46%

（男7、女6）

3.完全なシステム

ができるまで使い

たくない

18%

（男1、女4）

（１）移動経路案内【白杖体験者】

3.完全なシステム

ができるまで使い

たくない

21%

無回答

14%

1.今日体験した程

度のシステムで

も、早く使ってみ

たい

7%

2.ある程度システ

ムが改善されれ

ば、完全ではなく

とも自己責任で

使ってみたい

58%

（２）横断歩道の誘導案内【視覚障害者】

無回答

4% 1.今日体験した程

度のシステムで

も、早く使ってみ

たい

39%

（男11、女0）2.ある程度システ

ムが改善されれ

ば、完全ではなく

とも自己責任で

使ってみたい

36%

（男6、女4）

3.完全なシステム

ができるまで使い

たくない

21%

（男1、女5）

（２）横断歩道の誘導案内【白杖体験者】
1.今日体験した程

度のシステムで

も、早く使ってみ

たい

14%

無回答

7%

3.完全なシステム

ができるまで使い

たくない

29%

2.ある程度システ

ムが改善されれ

ば、完全ではなく

とも自己責任で

使ってみたい

50%

N=28 N=14

N=28 N=14

（使いたくない
理由例）

・危険だから
・動くものの情
報が欲しい

（使いたくない
理由例）
・危険だから
・不確実だから
・杖、機材が重
い
・盲導犬利用者
にも配慮欲しい

（使いたくない
理由例）
・怖い
・音が小さい、
情報のタイミン
グが悪い

（使いたくない
理由例）

・不確実だから
・もっと早く情報
が欲しい
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（３）軌道敷上の電停への誘導【白杖体験者】

1.今日体験した程

度のシステムで

も、早く使ってみ

たい

7%

無回答

14%

3.完全なシステム

ができるまで使い

たくない

14%

2.ある程度システ

ムが改善されれ

ば、完全ではなく

とも自己責任で

使ってみたい

65%

（３）軌道敷上の電停への誘導【視覚障害者】

無回答

4%
1.今日体験した程

度のシステムで

も、早く使ってみ

たい

43%

（男12、女0）2.ある程度システ

ムが改善されれ

ば、完全ではなく

とも自己責任で

使ってみたい

32%

（男5、女4）

3.完全なシステム

ができるまで使い

たくない

21%

（男1、女5）

（４）バス停案内【視覚障害者】

無回答

7%

1.今日体験した程

度のシステムで

も、早く使ってみ

たい

36%

（男10、女0）

2.ある程度システ

ムが改善されれ

ば、完全ではなく

とも自己責任で

使ってみたい

36%

（男6、女4）

3.完全なシステム

ができるまで使い

たくない

21%

（男2、女4）

（４）バス停案内【白杖体験者】

2.ある程度システ

ムが改善されれ

ば、完全ではなく

とも自己責任で

使ってみたい

58%

3.完全なシステム

ができるまで使い

たくない

7%

無回答

14%

1.今日体験した程

度のシステムで

も、早く使ってみ

たい

21%

③個別サービスの利用意向

速報値

７～８割の方が「早く使ってみたい」、「ある程度改善されれば使ってみたい」と答えた
が、１～２割の方は「完全なシステムができるまで使いたくない」との意見であった

（３）軌道敷上の電停への誘導

（４）バス停案内

実証実験モニターアンケート結果 ３．くまもと安心移動ナビ・プロジェクト

N=28 N=14

N=28 N=14

（使いたくない
理由例）

・不確実だから
・危険だから
・勝手が悪い
から
・調べて行くの
であまり必要
ない

（使いたくない
理由例）
・危険だから
・白杖の使い
方は人によっ
て違うのに、対
応してないか
ら

（使いたくない
理由例）

・バスの到着
合図が無いと
何時のバスか
分からない


